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☆
福
島
県
飯
舘
村
の
子
供
た
ち
が
お
寺
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ 

 

 

今
回
で
四
回
目
と
な
る
高
岡
教
区
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
事
業
が
、
八
月
九
日
よ
り
三
泊
四
日
の
日
程
で

実
施
さ
れ
た
。
原
発
災
害
で
避
難
生
活
が
続
く
福

島
県
飯
舘
村
吉
倉
宿
舎
か
ら
、
子
供
二
十
一
名
を

含
む
総
勢
三
十
四
名
、
十
一
家
族
の
メ
ン
バ
ー
が

来
県
、
教
区
内
の
十
一
ヶ
寺
（
十
組
）
に
分
宿
、

暫
し
富
山
の
自
然
に
触
れ
、
ま
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
の
交
流
を
深
め
た
。 

 

早
朝
、
福
島
市
を
出
発
し
た
一
行
は
七
時
間
の

移
動
を
経
て
西
本
願
寺
高
岡
会
館
に
到
着
、
礼
拝

堂
で
の
交
流
会
で
は
、
西
岡
教
務
所
長
の
歓
迎
の

挨
拶
に
続
い
て
、
吉
倉
宿
舎
の
鴫
原
自
治
会
長
が

挨
拶
、「
我
が
家
に
帰
っ
て
来

た
よ
う
な
気
持
ち
で
、
大
変

う
れ
し
い
で
す
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
昨
年
に
続
い
て

来
県
し
た
子
供
た
ち
は
、
一
年
ぶ
り
に
会
う
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
や
教
区
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
再
会
を
笑
顔

で
喜
ん
で
い
た
。 

 

ま
た
、
十
日
に
は
射
水
市
の
海
王
丸
パ
ー
ク
に
集

合
、
帆
船
海
王
丸
の
見
学
や
来
航
し
て
い
た
練
習
船

「
大
成
丸
」
や
「
海
王
丸
」
の
雄
大
な
出
港
の
姿
を

見
送
り
元
気
に
観
光
を
楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
午
後
か

ら
は
、
高
岡
市
松
太
枝
浜
で
の
海
水
浴
や
、
恒
例
と

な
っ
た
ス
イ
カ
割
り
を
楽
し
ん
だ
。
参
加
さ
れ
た
親

御
さ
ん
か
ら
は
「
本
当
に
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で

子
供
た
ち
を
海
で
安
心
し
て
遊
ば
せ
て
や
れ
て
よ
か

っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
た
。 

 

こ
の
事
業
も
四
回
目
と
な
り
、
各
組
で
の
交
流
が

よ
り
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
伺
わ
せ
た
。
一
行
は
十

二
日
ま
で
滞
在
、
出
発
前
に
は
会
館
で
最
後
の
交
流

会
が
開
か
れ
、
教
区
や
寺
族
青
年
会
の
お
土
産
や
、

門
信
徒
の
方
か
ら
の
寄
付
金
等
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、

帰
路
に
就
か
れ
た
。 

企
画
運
営
を
行
っ
た
教
区
災
害
救
援
専
門
委
員
会

（
織
田
隆
夫
委
員
長
）
で
は
、「
国
や
東
電
の
方
針
も

全
く
見
え
な
い
中
で
吉
倉
宿
舎
の
み
な
さ
ん
も
不
安

を
抱
え
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
教
区
と
し
て
支
援

米
事
業
や
年
末
の
餅
つ
き
を
今
後
も
引
き
続
き
行
い

交
流
を
深
め
る
た
め
協
議
を
続
け
た
い
」
と
し
て
い

る
。 
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高岡教務所では今年度もカレンダ一の注文を受け

承ります。 

お電話で注文頂ければご寺院宛に配達を致します。 

 ※担当の高島までご連絡ください。 
 
法語カレンダー   ・・・１５０円 

ほのぼのカレンダー ・・・１５０円 

月々のことば    ・・・７００円 

心に響くことば   ・・・１２０円 

専如ご門主教区巡回のお知らせ 
 

２０１６（平成２８）年６月６日（月）、専

如ご門主さまによる教区巡回が行われます。午

前に井波別院・福光教堂をご巡拝、午後からは

西本願寺高岡会館をご巡回されます。詳細が決

まりましたら改めてお知らせさせていただき

ます。 



 ２

○
第
二
ブ
ロ
ッ
ク
仏
青
連
盟
研
修
会
が
開
催 

九
月
五
〜
六
日
に
か
け
て
西
本
願
寺
高
岡
会
館
及
び
高
岡
龍
谷

高
校
を
会
場
に
第
二
ブ
ロ
ッ
ク
仏
青
連
盟
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
第
二
ブ
ロ
ッ
ク
（
富
山
・
石
川
・
福
井
・
岐
阜
・
東
海
・

高
岡
）
の
各
教
区
仏
青
連
盟
が
持
ち
回
り
で
研
修
会
を
開
催
し
て
い

る
行
事
で
、
今
年
度
は
、
高
岡
教
区
仏
教
青
年
会
（
福
田
慶
隆
会
長
）

が
担
当
と
な
り
、
「
い
の
ち
い
た
だ
き
ま
す
〜
ご
ち
そ
う
さ
ま
が
聞

こ
え
な
い
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
約
六
十
名
が
参
加
し
た
。 

開
会
式
後
、
研
修
Ⅰ
が
行
な
わ
れ
、
高
岡
龍
谷
高
校
調
理
棟
に
お

い
て
、
講
師
で
あ
る
渋
谷
誠
さ
ん(

氷
見
組
浄
蓮
寺
衆
徒
・
料
理
人)

と
龍
谷
高
校
調
理
課
三

年
生
十
人
の
指
導
の
中
、

班
に
分
か
れ
て
生
き
た

鮎
の
調
理
（
塩
焼
き
・

か
ら
揚
げ
）
を
行
な
っ

た
。
一
時
間
前
に
庄
川

か
ら
運
ん
だ
鮎
は
、
初

め
て
触
る
参
加
者
も
多

く
、
生
き
た
鮎
の
調
理

に
戸
惑
い
と
驚
き
の
中

で
の
研
修
で
あ
っ
た
が
、

時
間
が
経
つ
と
徐
々
に

慣
れ
、
手
際
よ
く
調
理

す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。 

 

調
理
後
、
鮎
を
食
べ

る
と
き
に
は
、
調
理
時

で
の
戸
惑
い
は
全
く
な
く
、
一

人
あ
た
り
三
匹
の
鮎
を
お
い

し
く
い
た
だ
い
た
。 

続
い
て
研
修
Ⅱ
で
は
、
教
室

に
移
動
し
、
龍
谷
高
校
教
諭
で

あ
る
鷺
森
昭
見
先
生
（
氷
見
西

組
浄
善
寺
住
職
）
に
よ
る
講
義

を
聞
い
た
。
先
生
は
、
普
段
、

高
校
生
に
授
業
を
さ
れ
る
よ

う
な
形
で
講
義
を
行
っ
て
い

た
だ
き
、
私
た
ち
人
間
は
、
動

植
物
の
い
の
ち
を
頂
く
こ
と

で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
生
き
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
話
さ
れ
、

今
一
度
、
い
の
ち
に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。 

二
日
目
は
、
研
修
Ⅰ
・
Ⅱ
を
受
け
て
参
加
者
が
各
班
に
分
か

れ
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
し
た
。
班
別
発
表
で
は
、「
金
串
で
鮎
を
刺

す
時
に
、
と
て
も
苦
し
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た
」「
塩
焼
き
と

か
ら
揚
げ
は
調
理
の
仕
方
が
違
っ
た
た
め
、
塩
焼
き
の
方
が
よ

り
い
の
ち
を
奪
う
実
感
が
強
か
っ
た
」
等
の
発
表
が
あ
り
、
改

め
て
、
調
理
に
お
い
て
鮎
の
い
の
ち
を
奪
っ
て
い
る
こ
と
を
強

く
感
じ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
金
箔
押
し
体
験
（
箸
の

製
作
・
大
越
仏
壇
協
力
）
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
作
っ
た
箸
を
お

み
や
げ
に
し
て
、
研
修
は
終
了
し
た
。 

今
回
、
龍
谷
高
校
で
研
修
を
行
っ
た
が
、
参
加
者
か
ら
は
、「
学

生
時
代
が
懐
か
し
い
」
「
現
役
の
高
校
生
と
会
話
が
で
き
て
良

か
っ
た
」
と
い
う
声
が
あ
り
、
参
加
者
は
も
と
よ
り
、
ス
タ
ッ

フ
に
と
っ
て
も
満
足
度
の
高
い
研
修
会
で
あ
っ
た
。 

第
五
十
二
回
本
山
杯
野
球
大
会 

八
月
二
十
九
日
（
土
）
富
山
教
区
担
当
で
、
五

福
公
園
Ａ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
本
願
寺
野
球
部
・

富
山
教
区
野
球
部
と
高
岡
教
区
チ
ー
ム
（
清
水
了

純
代
表
・
桃
井
忠
敏
監
督
）
が
三
つ
巴
で
の
試
合

を
行
い
ま
し
た
。
本
山
杯
は
富
山
教
区
野
球
部
が

高
岡
教
区
チ
ー
ム
に
勝
ち
、
優
勝
い
た
し
ま
し
た
。 

結
果
は
、
本
願
寺
×
富
山
は
６
対
４
、
高
岡

×
富
山
は
４
対
６
、
高
岡
×
本
願
寺
は
、
１

対
７
と
な
り
、
本
願
寺
野
球
部
２
勝
、
富
山
教

区
野
球
部
１
勝
１
敗
、
高
岡
チ
ー
ム
２
敗
と
い

う
試
合
結
果
で
し
た
。
尚
、
優
秀
選
手
賞
と
し
て
、

高
岡
教
区
か
ら
は
、
五
十
田
秀
慧
さ
ん
（
砺
波

組
安
詳
寺
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
試
合
終
了
後
、
ダ
イ
ワ
ロ
イ
ネ
ッ
ト
ホ

テ
ル
一
階
で
懇
親
会
を
行
い
、
約
七
十
名
の
参
加

の
も
と
互
い
の
健
闘
を
称
え
あ
い
、
夜
遅
く
ま
で
、

懇
親
を
深
め
て
い
ま
し
た
。 

今
回
、
高
岡
教
区
は
各
組
よ
り
二
十
名
の
選
手

が
集
ま
り
、
チ
ー
ム
と
し
て
機
能
し
は
じ
め
た
と

い
う
こ
と
で
、
来
年
こ
そ
は
、
本
山
杯
奪
還
を
と

誓
い
合
い
ま
し
た
。 



３ 
 

 

  

去
る
七
月
三
十
一
日
に
今
年
度
の
第
一
回
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
中

央
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
教
区
の
中
央
委
員
は
も
と
よ
り
、
宗
派
か
ら
は

総
局
を
は
じ
め
宗
務
所
員
代
表
等
が
出
席
し
、
各
教
区
か
ら
の
意
見
具
申
（
旧
『
建

議
』
）
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

最
初
に
備
後
教
区
か
ら
教
区
委
員
会
委
員
の
任
期
見
直
し
に
つ
い
て
（
一
期
二
会

計
年
度
・
二
期
ま
で
）
の
意
見
具
申
に
つ
い
て
協
議
が
行
な
わ
れ
、
高
岡
教
区
か
ら

も
過
去
二
回
、
意
見
具
申
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
再
度
口
頭
で
変
更
の
要
請
を

致
し
ま
し
た
。
総
局
か
ら
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
旨
の
答
弁
が
あ
り
、
本
願
寺
新

報
九
月
一
日
号
に
も
掲
載
の
通
り
で
す
。 

次
に
非
戦
・
平
和
の
宗
派
声
明
を
求
め
、
備
後
・
熊
本
・
鹿
児
島
・
福
岡
教
区
、

沖
縄
宗
務
事
務
所
の
五
教
区
か
ら
安
全
保
障
関
連
法
案
反
対
の
意
見
具
申
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
総
局
の
意
向
を
求
め
る
意
見
に
対
し
、
総
長
か
ら
前
向
き
に
進
め
て
い

き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。「
し
か
し
、
様
々
な
意
見
を
拝
聴
し
、
全
宗
門
的

な
見
地
か
ら
何
ら
か
の
形
で
意
思
を
表
明
し
た
い
」
と
い
う
は
っ
き
り
と
し
た
答
え

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

意
見
具
申
に
つ
い
て
の
協
議
の
後
、
宗
門
に
お
け
る
非
戦
平
和
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
総
合
研
究
所
の
丘
山
願
海
所
長
か
ら
「
平
和
に
関
す
る
論
点
整
理
（
要
約
）
」
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
が
こ
れ
ま
で
の
運
動
の
理
念
と
は
、
あ

ま
り
に
も
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
各
教
区
よ
り
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
高
岡
教
区
を
は
じ
め
と
し
て
、
戦
後
五
十
周
年
全
戦
没
者
追
悼
法
要
に
際
し
て
の

門
主
ご
親
教
、
当
時
の
総
長
に
よ
る
「
ご
親
教
を
い
た
だ
い
て
」
の
受
け
と
め
や
「『
戦

後
問
題
』
検
討
委
員
会
答
申
」
に
つ
い
て
の
踏
襲
、
再
確
認
の
苦
言
が
相
次
い
で
出
さ

れ
た
こ
と
で
す
。
何
よ
り
現
在
の
実
践
運
動
が
歴
史
の
事
実
か
ら
出
発
し
、
自
ら
の
体

質
を
改
め
て
い
こ
う
と
す
る
理
念
か
ら
は
ず
れ
、
観
念
的
な
平
和
運
動
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
露
呈
し
た
と
思
わ
れ
る
一
面
で
し
た
。
高
岡
教
区
か
ら
も
、
あ
ら
た
め
て
法
案

反
対
の
宗
派
声
明
を
口
頭
で
強
く
要
請
致
し
ま
し
た
。 

す
で
に
、
先
月
の
教
区
報
に
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
八
月
十
日
付
で
宗
派
か
ら
「
声

明
」
で
は
な
く
「
総
長
談
話
」
と
い
う
形
で
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
も

「
安
全
保
障
関
連
法
案
に
つ
い
て
国
民
が
納
得
で
き
る
よ
う
願
う
も
の
」
で
あ
り
、
意

見
具
申
で
求
め
て
い
る
法
案
反
対
の
表
明
か
ら
離
れ
た
非
常
に
残
念
な
も
の
で
あ
る
こ

と
は
周
知
の
通
り
で
す
。 

再
び
宗
門
が
宗
祖
の
（
誤
っ
た
世
間
に
抗
っ
て
い
か
れ
た
）
こ
こ
ろ
に
背
き
、
国
策

に
同
調
・
迎
合
し
て
い
か
な
い
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
運
動
の
取
り
組
み
を
再
確
認
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
本
年
度
の
僧
侶
研
修
会
は
「
戦
後
七
十
年
を
迎
え
て
ー
私
た
ち
の

教
学
の
視
座
を
考
え
る
ー
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
非
戦
・
平
和
に
取
り
組
む

運
動
理
念
を
学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

【
実
践
運
動
中
央
委
員
会
委
員
・ 

実
践
運
動
教
区
委
員
会
副
委
員
長 

山
名
一
徳
】 

◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

二
〇
一
五
年
度
第
一
回
中
央
委
員
会
報
告 

 



 

 

ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

     『みほとけとともに』      
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
  ◎毎 週 土 曜 日（本 山 制 作）午前6:15～6:25 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前6:00～6:10 

□９／13（日）：中 哲陵 氏（富山教区・西光寺） 
◎９／19（土）：藤丸 智雄 氏 

（総合研究所副所長、岡山県・源照寺） 
「千鳥 ヶ淵 って何ですか？」  

◎９／26（土）：藤丸 智雄 氏 
（総合研究所副所長、岡山県・源照寺） 

「若者へ『戦争 』を伝えるには」  
□９／27（日）： 未   定（富山教区） 
◎10／3（土）：藤丸 智雄 氏 

（総合研究所副所長、岡山県・源照寺） 
「平和を願う歌を聴く」  

◎10／10（土）： 未   定 
□10／11（日）： 未   定（高岡教区） 
◎10／17（土）： 未   定 

 

☆お知らせ☆ 
『法輪せんべい』販売について 

お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかがでしょう

か。お申し込み先は下記のとおり。 

FAX.でのお申し込みも承ります。どうぞご利用下さい。  
一袋二枚入りで価格は次の通り 
※ 一袋二枚入りで価格は次の通り 

・特大箱（１７５袋）  ８，３００円 
・大 箱 （３６袋）  ２，３００円 
・１ 組 （１０袋）    ５００円 

お申込み先は・・・〒933－0878  
高岡市東上関４４６ 高岡教務所内（寺族青年会担当） 

Tel. (050)5587-7708（代表） Fax.(0766)21-5152 

【西本願寺高岡会館１０月の常例法座】 

ご講師:  初 瀬 部 有 可 氏  

（ 高 岡 教 区 ・ 宝 性 寺 ） 

ご講題：『願いの中に生かされて』 
午後１時２０分頃からビデオ上映、２時から

お正信偈六首引のお勤めです。どうぞお誘い

あわせてお参りください。 

 

 

 

  ◇これからの日程（９/１９～１０/２３）◇  

 ９月     

 

19 

23 

24 

25 

26 

 

28 

 

29 

 

 

 

30 

 

10月 

１ 

 

２ 

 

 

５ 

６ 

７ 

 

 

13 

14 

15 

 

23 

 

僧侶研修会（１回目） 
長寿苑ビハーラ活動 

僧侶研修会（２回目） 

僧侶研修会（３回目） 

さくら保育園運動会 

 

教材・情報委員会 

連区門徒総代連絡協議会 

ヤスクニ問題専門委員会 

仏婦実践運動研修会 

寺青声明サークル 

 

高寿会研修旅行 

教区コーラス練習日 

 

龍谷教学会議例会 

財団理事会 

講社連盟役員会 

藤園苑報恩講 

キッズサンガ委員会 

 

骨董市（会場貸・～８） 

僧侶研修会反省会 

雨晴苑ビハーラ活動 

 

教区コーラス練習日 

常例法座 

寺青声明サークル 

 

聖典セミナー（７回目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
ハンセン病シンポジウム 

仏壮連盟連絡協議会 

（～１・福井） 

 

 

 

 

 

Ｂ少年指導者研修会 

（～６・岐阜） 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

編
集
後
記 

九
月
に
入
り
朝
晩
涼
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
時
期
、
体
調
を
崩
さ
れ
る
方
が
多

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

先
般
、
老
人
施
設
の
職
員
の
方
と
お
話
を
し
た
時
、
季
節
の

変
わ
り
目
に
体
調
を
崩
さ
れ
る
入
居
者
が
多
い
と
聞
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
施
設
は
、
一
定
の
室
温
を
保
っ
て
、
入
居
者

の
体
調
変
化
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

変
わ
り
目
に
予
期
せ
ぬ
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

体
調
管
理
に
十
分
留
意
し
て
い
て
も
想
像
も
し
な
か
っ
た
こ

と
が
起
き
る
・
・
・
私
た
ち
は
常
に
“
ま
さ
か
”
と
い
う
道
の

中
に
い
る
と
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
担
当
） 

高岡教務所 ☎0766－22－0887 Fax0766－21－5152 


